
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年８月１日付けで７代目の釣人専門官に着任しました川上と申します。 

 

釣人専門官は、釣りが大好きで、休日となれば海や川へ釣りに出かける者がこれまで務めてきま

した。一方で、私は、１年間に数回船釣りでアジやキスを釣りに行く程度で、釣りマニアではない、

これまでにいなかったタイプです。 

 

釣人専門官に着任したからには、釣りの魅力や醍醐味を自分なりに味わっていきたいです。先ず

は、様々な釣り人や関係者の方とお話しする機会を得て、釣りに関する知識を深めるとともに、釣

り人の意見・思いを知り、釣り人の立場・目線を常に意識しながら物事を考えるようにしていきた

いです。 

 

釣人専門官の仕事は、①釣りに関する情報収集、②ルールやマナーの啓発・普及、③関係組織の

連絡調整、④釣りに関する制度の検討など、多岐にわたりますが、釣り人が、愛すべき釣りを今後

も継続して楽しむため、微力ながら力を尽くしたいと思います。 

どうぞよろしくお願い致します。 

 

釣人専門官：川上 賢治 

 

1979年   京都府生まれ 

その後、幼少期から高校卒業まで奈良県育ち 

2002年３月 三重大学生物資源学部卒業 

 2002年４月～2004年３月 水産小売会社に勤務 

 2004年 10月 水産庁入庁 国際課配属 

 その後、九州漁業調整事務所、管理課、三重県農林水産部水産資源課、農林水産省大臣官房環境

政策課、企画課を経て、平成 29年８月から現職 

 

趣味：サッカー、マラソン、料理 

家族構成：妻、子３人（長男、次男、長女） 


